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■ 編 集 後 記

28巻 4号をお届けいたします．
　私事で恐縮ですが，父が昨年末に他界しました．高齢でしたし，肺炎での入院で徐々に弱っていましたので，
父の死に対する心構えは出来ていたように思っていました．また，職業柄，死に臨む実体験もありましたから，
父の死に際しての感情の動揺は少ないであろうと予想していました．しかし，現実に父が逝ってしまいますと，
その悲しみや喪失感というものは，実際には当事者でなければ決して解らないほど深いものであることを実感
させられました．
　私達は，病める人々やそれを取り囲む人々と日々接して仕事をしているわけで，そのような人々もまた，周
囲のものには想像もつかない深い悲しみ，後悔，挫折感，喪失感などを有していることが想像に難くありません．
そのような人々の様々な思いを，その方々の立場に立って思いやることが，その方々の心を和らげ，治療を行
なう上での第一歩となることは当然のことですが，それ以外にも病める人々の負の思いを和らげることができ
るものがあることを，この編集後記を書くにあたってふと思いつきました．それは，何かといいますと，本誌
に掲載されるような学術論文です．すなわち，一編の論文の発表によってもたらされる成果が，たとえ小さな
ものであっても医療の進歩に貢献し，そのことを介して間接的であり，遠回りではありますが，病める人々の
負の思いを和らげることに寄与するのではないでしょうか．本誌に掲載される論文の多くは患者さんを対象と
したものですし，基礎的内容の論文でも，その発想の原点には必ず患者さんがおられるわけですから，論文を
執筆する際には，その源となった患者さんや御家族の心情に思いを馳せ，丁寧に論文を仕上げていくことが執
筆者の基本的態度として不可欠のものなのだと思います．そして，そのような思いに溢れた論文は，おそらく
熱く，優しくそして分野を越えて人を感動させるのだと思います．
　来年は，そのような論文が数多く寄せられんことを強く願ってやみません．

（間嶋　満）
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